
令和元年度マッチング機能に関する業務の評価・改善の取組にかかる目標設定

項 目 年度の事業計画の概要

就職件数 (常用 ) 2.055件

就職件数の向上を図るため、マッチングを拡充強化するととも
に、求人情報を活用したイベント情報 (会社説明会・就職面接
会及び就職支援セミナー等)を周知することで求職者の取り込
みを図る。
また、各専門相談員の特性を生かした求職者担当者制を継

続して実施することで就職の促進を図る。

充足件数 (常 用、受理地ベース) 1.800件

求人受理時にハローワークの支援メニューの周知を積極的に
行うとともに、求職者の求職動向等に反映する求人条件緩和を
働きかけることによリマッチング促進を図る。
また、職員、相談員が計画的に事業所訪間を行い、画像情

報などの求人事業所の情報収集により、的確な情報提供と応
募への促進を図るとともに会社説明会、面接会を開催すること
により充足の促進を図る。
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雇用保険受給者の早期再就職件数 530件

初回認定日等の早い段階で、就職支援セミナーの受講勧奨や
再就職手当の有益性を徹底周知を行い、早期再就職に向けた
就職意欲の喚起を行うほか、給付制限中の方への来所相談を
計画的に行い、個別求人情報の提供を行うなど積極的なマッチ
ングを実施する。

求人に対する紹介率 155%

求人受理時から早期にマッチングを実施し、DM発送、呼出相
談を行い紹介を促進するとともに、情報提供後の求職者のフォ
ローを徹底して行う。事業所には求職者が応募したくなる求人
を提供できるよう条件緩和指導に努める。
また、求人担当者制を有効に実施するなど積極的なマッチン

グにより紹介件数の向上を図る。
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2029る求職者に対する紹介率

新規求職者に対するマッチングを強化するとともに、対応後の
フォローアップを的確に実施し、次につながる相談を行うことに
より求職者との信頼関係を構築し、紹介件数の向上を図る。
また、相談時において、ハローワークの支援メニューを周知

し、積極的に支援を行うことで、相談窓口利用の頻度向上を図
る。

生活保護受給者等の就職件数 42件

地域生活保護受給者等就労自立促進協議会構成員と綿密に
連携し、雇用情勢・求人動向等の情報共有を図ることにより、
支援対象者の選出・送り出しの取り込みを行うとともに、個別求
人情報の提供などマッチングに積極的に取り組み、紹介、就職
の促進を図る。
また、定期的に巡回相談を実施する。

障害者の就職件数 159件

障害者雇用率未達成事業所を中心に、関係機関との連携を図
り、各種支援制度の活用や求職者情報等の提供を行いながら
雇用の促進を図る。
また、個別求人開拓を実施するとともに障害者就職面接会を

開催し、更なる就職件数の増加を図る。

正社員求人数 5.143件

事業所訪間等による正社員求人への転換の働きかけを継続す
るとともに、事業主に対して正社員求人が人材確保に有効であ
ることを各種助成金制度の活用についての提案・説明及び魅
力ある職場づくりへの働きかけを行うことにより、求職者が応募
意欲を高める正社員求人の確保を図る。
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正社員就職件数 s7 6l+

マッチングを拡充強化するとともに、求人者に条件等の改善・

緩和を働きかけることで、求人の「質の確保・向上」を図る。
また、正社員を対象とした会社説明会、就職面接会の開催及

び事前職場見学等により、求職者の応募意欲の向上に務め、
的確紹介に結び付けることにより正社員の就職促進を図る。

※年度ごとに、地域の雇用に関する課題を踏まえ、安定所が特に重点的に推進し成果を挙げる必要がある業務を目標としている。

目標値


